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代表取締役 瀧川 光明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

                                                                

【H18.10 月改正 / 自動車運送関係法（道路運送法および貨物自動車運送事業法・同輸送安全規則）における「運輸安全マネジメント」に関わる掲示】 

運輸安全マネジメントの取り組み
【H18.10月改正 / 自動車運送関係法（道路運送法および貨物自動車運送事業法・同輸送安全規則）における「運輸安全マネジメント」に関わる掲示】 

【平成 28年度（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日）】 

●安全に関する目標達成状況 
 

平成 30年度目標 結    果 備               考 

交通事故 0（ゼロ）の継続 0件 目標達成  資料別紙 

デジタルタコグラフのデーターを使用し

ての交通安全指導 
運用中 検証継続中 平成 27年 11月 19日 10車取り付け完了運用開始 交通安全指導継続中   平成 29年

ドライブレコダー2台取り付け  

貨物自動車運送事業者が事業用の運転者

に対して行う指導及び監督の 100％の実施 
100％の実施 目標達成 資料別紙 

運転者の健康起因事故     
0（ゼロ）の継続 

0件 目標達成 

デジタルタコグラフ装着の継続。中間
用アルコールチェッカーの購入。、 
 

デジタルタコグラフ 3台装着 

アルコールチェッカー10 台装着 

デジタルタコグラフ 3台装着 運用中 

中間用アルコールチェッカー10台購入 運用中 

 

 

【平成 31年度（平成 31年 4月 1日～平成 32年 3月 31日）】 

●事故防止のための安全基本方針 
 ① 社長は、輸送に於ける安全確保が事業経営の根幹であることを深く認識し、社内において 

輸送の安全確保に主導的な役割を果たす。また現場に於ける安全に対する声を真摯に受け止め 

現場の状況を十分に踏まえつつ、社員に対し輸送の安全確保が最も重要であるという意識を徹底させる。 

② 輸送の安全に関する計画の策定、実行、チェック、改善（Plan Do Check Act）を確実に実行し 

安全対策の見直しを不断に行う。全社員が一丸となって業務を遂行し絶えず輸送の安全性向上に努める。 

③ 社員の健康が安全な輸送に繋がるという認識を持ち、健康診断及び、産業医による個別保健指導等 

により健康管理を徹底する。  

●社内への周知方法 
・事務所、休憩室に掲示。運行前点呼時に指示し、安全基本方針を記載した印刷物を携行させる。 

・ 年間計画による、全社員を対象とした安全会議、指導教育の場を定期的に開催する。  

●安全方針にもとづく目標 
・交通事故 0（ゼロ）の継続。 

・ドライブ レコーダー保存画像の密な検証。 

・貨物自動車運送事業者が事業用の運転者に対して行う指導及び監督 100％実施の継続。 

※ 道路交通法の一部を改正する法律（平成 27年 法律第 40 号）施行日 平成 29年 3月 12日 

・運転者の健康起因事故 0（ゼロ）の継続。 

・心筋梗塞・脳梗塞の予防、生活習慣の改善につながる機器購入の予算の計上。 

●目標達成のための計画 
・ 交通事故 0（ゼロ）の継続に向けた安全運転指導。 

・ドライブ レコーダー保存画像を用いての交通安全指導 。 

・ 運転者に対して行う指導、監督の 100％の実施の継続。欠席者に対して後日指導の徹底。 

・ 健康診断 100％の受診、健康診断結果より産業医による健康指導、メンタルヘルスケアを行う。 

・ 血管年齢を測れるパルスオキシメーターの購入予算の計上と運用。（脳梗塞・心筋梗塞の予防 生活習慣の改善）  

 ・ 

 ・ ●安全に関する情報交換方法 
・社長以下管理職は従業員と安全に関する意見交換を定期的に行い、安全意識の向上に努めます。 

・ 輸送の安全確保に関する問題を定期ミィーティングで話し合い情報交換を行う。 

●安全に関する反省事項 
・ バック事故（構造物）2件 構内道路での積荷の落下（空コンテナ）1件  

・ 基本操作不確実での接触事故 1件。 

・ 違反者（連続運転・速度超過等）への密な指導。。 

・  
  ・ 

 

 

●反省事項に対する改善方法 

・ バック事故防止のためにバックカメラの取り付け（事故車から順次各車取り付け予定） 

・ 小型移動式クレーン運転手にユニック基本操作マニュアルでの教育の徹底。 

・ 違反者（連続運転・速度超過等）のドライブレコーダーのデーターを使用した個別指導の徹底。 
 

 

・ 外部講師を招いての安全講習会の計画策定。 

 

●自動車事故報告規則に規定する事故に関する情報   

平成 30年度実績 

事故発生 件数 0件 ※自動車事故報告規則（H15.9.26改正国土交通省令第 95号）第 2条に定められ

た自動車事故（車両の転覆・転落・火災の発生、死者・重傷者・踏切事故の発

生、積載物の飛散・漏えい、運転者の疾病による運行停止、制動装置・かじ取

装置・車軸等の故障による運行停止など） 

事 故 の 種 類 ― 

衝 突 の 状 態 ― 

行 政 処 分 等 
なし 

 

  



 


